
別紙          Yunnan Forum in Kyoto, May 2020 

第 51 回雲南懇話会「式次第」 

（2020 年 5 月 10 日（日）、於）京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール） 

 

１． 午前の部（9 時 45 分～11 時 45 分）  

司会：京都大学野生動物研究センター教授、AACK 会長   幸島 司郎 

（１） 9 時 55 分～10 時 10 分（15 分） 

「雲南懇話会事始めから 15 年、今を語る」                

雲南懇話会設立発起人を代表して、AACK   松浦 祥次郎 

（２）10 時 10 分～10 時 30 分（20 分） 

「雲南懇話会の概況と 1989年当時の梅里雪山山麓（斯農村、明永村）」               

雲南懇話会代表、筑波大学名誉教授  安仁屋 政武 

（３）10 時 35 分～10 時 50 分（15 分） 

「中国雲南省明永村の今」 —語りと雲南チベット族の伝承歌、紹介－ 

雲南省明永村出身    ペマツォモ 

岐阜大学応用生物科学部助教   田 中  貴 

（４）11 時 00 分～11 時 45 分（45 分） 

「雲南に未知のキンシコウを探す」       京都大学名誉教授、AACK  松沢 哲郎      

 

２． 午後の部（13 時 10 分～17 時 30 分） 

司会：雲南懇話会代表代行、放送大学特任教授、京都大学山岳部笹ヶ峰会 河合 明宣 

（１）13 時 10 分～14 時 00 分（50 分） その後、懇談会（意見交換）（20 分） 

「千日回峰行 山に溶け込むことから見えるもの」 

北嶺大行満大阿闍梨、延暦寺支院 姨倚耶山伊崎寺住職  上原行照師 

 

司会：雲南懇話会代表代行、国立極地研究所名誉教授、AACK 副会長 山岸 久雄 

（２）14 時 40 分～15 時 30 分（50 分） 

「西ネパールの辺境に魅せられて‐河口慧海師の足跡、フムラ・ドルポ越冬‐」 

ネパール探求家、美容師  稲 葉  香 

（３）15 時 40 分～16 時 30 分（50 分） 

「パミール・天山 7,000m の峰々からヒマラヤの高峰へ」      

登山家、高峰ガイド、Snow Leopard Award 受賞者、8000m 峰 9 座登頂者  近藤 和美 

               

（４）16 時 40 分～17 時 20 分（40 分）  総合討論 

 

（５）結 び （10 分）   京都大学霊長類研究所長、京都大学ヒマラヤ研究ユニット長 湯本 貴和 

 

 

３． 茶話会 （17 時 30 分～19 時 30 分） 

京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール  （Yunnan Forum 会場に隣接する 1 室で行います。） 

以 上 


